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11月の休日救急医

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
野
条

原
川
上
中

（
　
　
　
　
（
　
　
　
（

院
院
院

　
医
医
巻
病

島
藤
条

　
二
大
第
中

18日

23日

25日

12月上旬の予定

千手診療所
至誠堂医院（西浦町）
四
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馨
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灘
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灘
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ll、i

鷺羅
／籐

　
　
川
西
高
校
の
八
回
目
の
「
緑
江

　
祭
」
は
、
先
月
二
十
八
日
と
二
十

　
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

欄
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
は
、
　
「
。
・
（
限
り
無
い
未

、
た
。

　
　
絵
画
や
書
道
な
ど
の
展
示
の
ほ

　
か
、
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

　
吹
奏
楽
、
演
劇
、
フ
ォ
ー
ク
、
ロ

　
ッ
ク
な
ど
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

　
ん
だ
発
表
会
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発

　
散
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
食
堂
や
喫
茶
店
街
も
出

　
現
し
、
売
り
込
み
合
戦
も
盛
ん
で

　
し
た
。

　
　
二
十
八
日
に
は
、
献
血
車
「
ゆ

　
う
あ
い
号
」
が
訪
れ
、
生
徒
、
教

　
職
員
、
そ
れ
に
一
般
の
方
々
を
含

　
め
百
五
人
が
献
血
を
さ
れ
ま
し
た
。

難
轍
来
に
向
っ
て
）
」
が
テ
ー
マ
で
し
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山
野
田
住
宅
団
地
を

分

譲

中

先
着
順
に
決
め
て
い
き
ま
す
！

町
で
は
、
今
年
二
月
に
国
鉄
か
ら
九
千
二
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を

買
い
受
け
、
こ
の
土
地
を
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
宅
地
造
成
し
、
分
譲
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

造
成
工
事
は
六
月
に
着
手
し
、
七
百
四
十
九
万
六
千
円
の
費
用
を
か
け
、
十

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

第
一
次
分
の
分
譲
の
申
し
込
み
受
け
付
け
は
九
月
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
十

五
区
画
の
う
ち
、
あ
と
七
区
画
が
残
っ
て
い
ま
す
。

先
着
順
に
決
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
役
場
企
画
財
政

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

分譲地の一部（国鉄アパートの北側）
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分譲方法
の
込
代
代
し
は
払
買
上
和
価
和
価
日
の
価
点
権
手
町
買
建
人
以
年
。
等
契
譲
交
”

画
し
譲
譲
だ
合
割
売
以
昭
譲
昭
譲
1
地
譲
時
有
記
西
は
宅
受
年
か
す
売
買
分
は
…

駆
翻
紛
た
場
紛
．
．
．
　
饒
紛
た
題
川
用
籍
か
5
磁
続
の
た
…

決定

み先着順とします。

金納入方法

金は一括払いとします。

、買受人のやむを得ない

分割払いを認めます。

い方法

契約時…分譲価格の50％

59年12月25日までに…分

格の25％以上

60年6月25日までに…分

格の25％以上（60年1月
以降は禾IL息が付きます）

引き渡し時期

格の50％以上が納入され

以降とします。

移転登記（買戻特約付）

続きは、分譲代金完納後

が行い、それに要する費

受人の負担とします。

設の義務

は、売買契約の日から4
内に住宅の建設に着手し、

以内に入居するものとし

等の禁止

契約の日から10年間は、そ

譲地を譲渡、貸し付け、ま

交換をしてはなりません。

・
－
：
：
：
：
；
：
：
：
：
－
－
：
：
：
：
：
o
：
・
－
：
：
：
－
：
：
：
－
：
－
唇
：
…
，
－
…
専
：
－
5
…
－
，
…
…
5
，
…
：
。
：
－
。
，
…
…
9
…
…
－
…
：
：
，
。
：
－
：
．
畢
：
：
。
－
－
：
…
…
し

N
騒

　
　
　
　
　
斉

　
　
　
　
　
ヤ
ヤ
ノ

　
　
　
　
　
約

　
　
　
　
　
売

運動広場

醗1
至国鉄発電所φ

⑪

、
⑫
，

⑭⑬

道
　
路

5m

④

⑧

③

⑦

国鉄アパート

国鉄駐車場

①．・ ② （

5m

⑤ ⑥

道

公 園
路

5m

山

公野
民田
館

ス千
ト手
ア
1

至県

土地価格表

4
「
☆

区画
番号

土　地　面　積 1㎡当たり
単　　　価

分譲価格
　　　千円m2 坪

② 285・52 86．37 13，900 3，960

③ 285・60 86・39 13，900 3，960

⑦ 290・36 87・83 13－900 4，030

⑨ 337・56 102・11 13，600 4，590

⑩ 329・43 99・65 12，100 3，980

⑭ 438・40 132・62 13，500 5，910

⑭ 300・44 90・88 14，500 4，350
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2税金1よ
共同社会の会費で・す

　11月11日～17日一
　　一税を知る週間

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
行
政
活
動

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
国
民
生

活
に
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
財
貨
を

電
気
税
・

固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
側
陽
秘

市
（
図
）
町
村
照
轍
．
．

、

首
・
目

鰍　『　』
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ド

譜
矧
毅

石 1入・ 撫思
油…品Pl場 ・発i…税…
…税1，

税1税油
税1、

メ

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
よ
う
な

活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
資
金

は
、
国
民
が
み
ん
な
で
出
し
合
っ
て
負

担
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
税
金
な
の
で

す
。
　
で
す
か
ら
税
金
は
、
民
主
主
義
国
家

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
共
同
社
会
の

一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
会

費
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
日
本
国
憲
法
第
一
二
〇
条
で
は
、
　
「
国

民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

納
税
の
義
務
を
負
う
」
と
規
定
し
て
国

民
の
納
税
義
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
同
じ
く
第
八
四
条
で
は
、
　
「
あ

ら
た
に
租
税
を
課
し
、
又
は
現
行
の
租

税
を
変
更
す
る
に
は
、
法
律
又
は
法
律

町村1
｛
税
糊

．
麟
讐

地
方
税

　　　府接

国
税

主
な
税
金

～

　
　
　
　
艦

接
，
織

　
、
愚

□

（注）税金は、国税と地方税を合わせると全部で55あります。

の
定
め
る
条
件
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と

す
る
」
と
し
、
税
金
は
、
国
民
を
代
表

す
る
議
会
が
定
め
た
法
律
に
よ
っ
て
の

み
課
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
十
一
月
十
一

日
か
ら
十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

間
」
と
し
、
　
“
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
”
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、

税
金
の
仕
組
み
や
使
い
道
な
ど
を
皆
さ

ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
、

ラ
イ
オ
ン
堂
で
中
学
生
の
入
選
標
語
と

図
表
の
展
示
を
し
た
り
、
各
種
団
体
と

の
懇
談
会
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
川
西
町

の
中
央
町
で
は
、
十
五
日
の
夕
刻
に
協

力
団
体
婦
人
部
に
よ
る
街
頭
チ
ラ
シ
配

布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　直接税は、所得税や法人税のように税金を負担する

人が直接納める税金です。所得の多い人や法人から多

くの税金を納めてもらえるので税負担の公平という点

ですぐれています。

　間接税は、酒税や物品税のように税金を納める人と、

実際に税金を負担する人とが異なるもので、品物の代

金の中に税金が含まれています。

　直接税と間接税の構成割合（直間比率）は、国によっ

て異なります。

「
キ
辺
．
ー
ー
響
し

　
　
　
　
　
　
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
住
所
・
支
払
機
関
の
変
更
は

早
め

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
住
所

を
変
え
た
と
き
や
、
年
金
を
受
け
取

る
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
を
変
更
し
た

と
き
は
、
早
め
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
も
し
、
届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
通

知
書
な
ど
が
新
し
い
住
所
に
送
付
さ

れ
な
い
た
め
に
、
支
払
い
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
遅
く
な
る
な
ど
の

支
障
が
生
じ
ま
す
。

　
　
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
の

用
紙
は
、
役
場
の
住
民
課
住
民
係
に

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、

早
速
提
出
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
　
変
更
届
の
提
出
先
は
次
の
と
こ
ろ

で
す
。

▽
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金
を
受

　
け
て
い
る
人

　
一
丁
1
6
8
　
東
京
都
杉
並
区
高
井

　
戸
西
　
三
－
五
－
二
四

社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第

一
一
課

▽
障
害
年
金
・
母
子
年
金
な
ど
を
受

に
手
続
き
を

住所・支払機関の変更届を忘れずに！

け
て
い
る
人

役
場
住
民
課
住
民
係

国民年金鑑算年讐年金

住所・支払機関変更届

社
会
保
険
庁

〈

国民年金受給権者死亡届

国民年金未支給年金

支給請求書

役

場

ρ
ー
＾
》

（
℃

〈勢0101
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平
野

圭
二

県
知

さ
ん

事
表
彰
を
受
賞

　
平
野
圭
二
さ
ん
（
東
善
寺
）
が
、
文

化
の
日
の
十
一
月
三
日
に
、
新
潟
県
庁

で
一
般
功
労
者
と
し
て
県
知
事
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
県
知
事
表
彰
を
受
け
た
方
は
、

地
方
自
治
や
社
会
福
祉
、
商
工
業
、
農

林
水
産
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各
部
門

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県
内
在
住
の
四
十

四
人
の
方
々
で
す
。

　
平
野
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員
や
各
種

委
員
な
ど
と
し
て
幅
広
く
ご
活
躍
で
す

が
、
今
回
の
表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
土

地
改
良
部
門
で
の
主
な
功
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
千
手

町
土
地
改
良
区
の
設
立
に
努
力
さ
れ
、

理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
十
三
年
に
は
、
各
地
区
に
あ
っ
た

三
つ
の
土
地
改
良
区
を
、
県
営
ほ
場
整

備
事
業
、
県
営
か
ん
ぱ
い
事
業
の
導
入

と
の
関
係
で
、
合
併
さ
せ
る
た
め
に
努

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
八
百
八

十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
換
地
委
員
長
と
し

て
、
円
満
に
換
地
処
分
登
記
を
完
了
さ

せ
た
手
腕
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
五
十
一
年
七
月
に
川
西
町
土
地
改
良

区
副
理
事
長
に
推
さ
れ
、
理
事
長
（
町

長
併
任
）
を
補
佐
し
、
農
業
構
造
の
改

善
と
経
営
の
合
理
化
を
図
る
大
事
業
を

完
成
に
導
か
れ
ま
し
た
。

　
五
十
八
年
五
月
か
ら
は
、
川
西
町
土

地
改
良
区
の
理
事
長
の
職
に
あ
り
ま
す
。

　
平
野
さ
ん
は
、
　
「
川
西
町
土
地
改
良

区
の
代
表
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
も
関
係
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　競　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗　　　灘　　　　　

　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　2　　　　　　　凋　　　　　　灘　　　　羅

琢宗禅師の

史伝も入れて

こぼれ話第6集

　　刊行まぢか

　
『
町
史
こ
ぼ
れ
話
ー
第
六
集
』
が
、

今
月
二
十
日
刊
行
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
内
容
は
、
編
さ
ん
関
係
者
の

研
究
成
果
を
中
心
に
、
後
段
に
は
滝
谷

琢
宗
禅
師
の
史
伝
を
収
録
し
た
も
の
で

す
。　
琢
宗
禅
師
に
つ
い
て
は
、
郷
土
赤
谷

出
身
の
高
僧
と
し
て
、
そ
の
偉
業
は
多

く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。
師
の
生

い
立
ち
か
ら
永
平
寺
貫
首
、
示
寂
に
至

　
　
　
　
　
ち
り
ん

る
ま
で
の
波
燗
の
生
涯
を
、
曹
洞
宗
門

史
研
究
の
大
家
、
横
関
了
胤
師
が
詳
述

さ
れ
た
も
の
が
史
伝
琢
宗
禅
師
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
史
伝
転
載
に
当
た
り
、

町
史
調
査
専
門
委
員
長
の
竹
内
道
雄
教

授
よ
り
、
琢
宗
禅
師
の
不
滅
の
業
績
「

『
曹
洞
教
会
修
証
義
』
の
編
修
に
つ
い

て
」
の
論
考
も
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
以
下
、
竹
内
教
授
の
監
修
の
こ
と
ば

を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
第
六
集
の

紹
介
と
い
た
し
ま
す
。

…
…
前
略
…
…
今
回
収
録
さ
れ
た
の
は
、

調
査
専
門
委
員
そ
の
外
の
方
に
よ
る
十

四
編
と
、
横
関
了
胤
師
の
手
に
な
る
「

史
伝
琢
宗
禅
師
」
で
す
。
以
下
順
を
追

っ
て
、
簡
単
に
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
文
男
「
川
西
町
の
河
岸
段
丘
」
は
、

　
段
丘
面
の
一
つ
「
千
手
面
」
を
中
心

　
に
、
そ
の
成
立
と
特
色
を
述
べ
、
段

　
丘
形
成
時
、
川
西
周
辺
の
地
盤
の
変

　
動
が
複
雑
で
激
し
か
っ
た
こ
と
を
推

　
定
し
て
い
る
。

佐
野
良
吉
「
『
回
国
雑
記
』
と
『
梅
花

　
無
尽
蔵
』
の
ル
ー
ト
考
－
妻
有
庄
域

　
の
一
考
察
－
」
は
、
妻
有
郷
を
通
る

　
主
要
街
道
に
つ
い
て
、
万
里
集
九
の

　
「
梅
花
無
尽
蔵
」
、
道
興
准
后
の

　
「
回
国
雑
記
」
の
記
録
を
た
ど
り
、

　
十
五
世
紀
末
の
ル
ー
ト
を
考
察
し
、

　
そ
の
こ
ろ
の
妻
有
庄
の
庄
域
が
川
西

　
町
・
十
日
町
市
全
域
で
あ
っ
た
こ
と

　
を
類
推
し
て
い
る
。

本
田
雄
二
「
本
百
姓
と
名
子
」
は
、
川

　
西
町
近
世
農
民
の
本
百
姓
と
名
子
の

　
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
史
料
を
紹
介

　
し
、
大
意
を
述
べ
な
が
ら
考
究
し
て

　
い
る
。
本
論
考
で
は
、
本
百
姓
と
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
子
の
身
分
、
階
級
と
村
極
め
（
村
定
）

　
　
　
　
　
　
　
か
っ
と
う

　
を
め
ぐ
る
両
者
の
葛
藤
な
ど
が
興
味

　
深
く
述
べ
ら
れ
、
元
様
、
享
保
期
以

　
降
に
農
民
数
の
増
加
に
伴
い
、
旧
来

　
の
本
百
姓
衆
が
既
存
の
権
利
を
守
る

　
た
め
に
、
名
子
の
本
百
姓
化
を
抑
制

　
し
よ
う
と
し
た
事
実
を
明
ら
か
に
し

　
て
い
る
の
は
傾
聴
に
値
す
る
。

富
井
秀
正
「
近
世
川
西
郷
の
酒
造
業
」

　
は
、
上
野
の
星
名
家
と
山
谷
の
酒
井

　
家
所
蔵
史
料
に
よ
っ
て
、
十
日
町
市

　
の
吉
田
地
区
を
含
む
近
世
川
西
郷
の

　
酒
造
業
に
つ
い
て
、
貞
享
二
年
（
一

　
六
八
五
）
以
来
の
成
立
、
展
開
過
程

　
を
、
酒
造
の
材
料
で
あ
る
米
の
石
高

　
　
　
　
お
け

　
や
酒
造
桶
、
酒
船
等
の
道
具
等
を
表

　
記
し
な
が
ら
述
べ
た
も
の
で
、
酒
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か

　
業
が
そ
の
家
の
盛
衰
と
の
関
わ
り
合

　
い
で
展
開
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る

　
点
は
注
目
さ
れ
る
。

須
藤
重
夫
「
上
野
の
市
興
行
」
は
、
干

　
手
町
村
と
同
じ
く
市
場
町
と
し
て
発

　
展
し
た
上
野
村
の
市
興
行
に
つ
い
て
、

　
延
宝
二
－
三
年
（
一
六
七
四
～
五
）

　
の
大
火
以
来
中
断
し
て
い
た
の
と
、

　
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
こ
ろ
か
ら

　
再
開
し
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

　
以
来
、
十
日
市
（
一
日
～
七
日
間
）

　
興
行
に
至
っ
た
由
来
と
、
そ
れ
を
め

　
ぐ
る
川
西
町
村
の
動
き
を
述
べ
、
さ

　
ら
に
、
文
政
年
間
を
境
に
妻
有
庄
の

　
各
町
村
に
、
祭
礼
時
の
新
規
様
の
市

　
場
の
開
催
と
の
対
応
問
題
に
言
及
し
、

　
商
業
活
動
が
漸
次
農
村
へ
も
浸
透
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰭



広報かわにし／昭和59年11月10日発行

役だっている

皆さんの

年金・積立金

　
町
が
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
国
や
県
の
補
助
金
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
補
助

基
本
額
・
補
助
率
の
高
低
な
ど
に
よ
っ

て
、
応
分
の
町
負
担
（
一
般
財
源
）
が

必
要
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
補
助
金
制
度
の
な
い
も
の
の

整
備
を
行
う
と
き
は
、
一
般
財
源
だ
け

で
対
応
し
て
い
ま
す
か
ら
、
特
に
、
財

源
不
足
が
生
じ
て
き
ま
す
。
町
は
、
一庚塚運動場照明施設

橘小学校校舎

般
財
源
の
不
足
を
補
う
手
段
と
し
て
、

地
方
債
（
借
金
）
を
起
こ
し
て
整
備
を

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
皆
さ
ん
が
月
々
納
め
ら
れ
て
い
る
国

民
年
金
や
、
簡
易
生
命
保
険
の
保
険
料

は
、
町
が
借
り
受
け
す
る
地
方
債
の
中

で
、
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
・
簡

易
生
命
保
険
積
立
金
還
元
融
資
と
い
う

形
で
、
公
共
施
設
の
整
備
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

◎
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
施
設

　
・
庚
塚
運
動
場
夜
間
照
明
施
設

　
　
（
五
十
七
年
度

　
　
　
　
　
　
二
千
二
百
六
十
万
円
）

　
．
中
仙
田
．
赤
岩
地
区
簡
水
拡
張

　
　
（
五
十
八
年
度

　
　
　
　
　
　
五
千
三
百
万
円
）

◎
簡
易
生
命
保
険
積
立
金
還
元
融
資
施

設
　
・
橘
小
学
校
校
舎
改
築

　
（
五
十
八
年
度

　
　
　
　
　
三
千
七
百
三
十
万
円
）

　
勺
　
　
て
き
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
じ
ん

小
海
正
隆
「
坪
山
部
落
に
あ
っ
た
積
塵

　
　
会
の
こ
と
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明

　
　
治
．
大
正
・
昭
和
の
時
代
に
か
け
て

　
　
出
さ
れ
た
勤
倹
、
節
約
の
訓
令
を
背

　
　
景
に
、
明
治
四
十
三
年
に
創
立
し
た

　
　
坪
山
部
落
の
積
塵
会
の
活
動
の
経
緯

　
　
を
、
そ
の
収
益
な
ど
を
あ
げ
な
が
ら

　
述
べ
た
も
の
で
、
当
時
の
農
村
生
活

　
　
の
一
面
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
て
興

　
味
を
誘
わ
れ
る
。

室
岡
倉
二
「
千
手
尋
常
高
等
小
学
校
建

　
築
こ
ぼ
れ
話
（
一
）
」
は
、
昭
和
六

　
　
し
ゅ
ん

　
年
竣
工
の
千
手
小
学
校
校
舎
建
築
を

　
め
ぐ
り
、
そ
の
良
心
的
な
工
事
完
工

　
の
裏
面
に
、
設
計
監
督
者
の
選
択
、

　
落
札
、
契
約
額
等
を
め
ぐ
る
村
当
局

　
者
と
業
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、
当

　
時
の
書
簡
史
料
を
あ
げ
な
が
ら
述
べ

　
た
も
の
で
、
歴
史
の
表
裏
と
複
雑
性

　
を
考
え
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

金
子
幸
作
「
渋
海
川
を
た
ず
ね
て
」
は
、

　
仙
田
地
区
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
渋

　
海
川
に
つ
い
て
、
仙
田
人
の
叙
情
と

　
思
い
出
と
伝
説
を
生
ん
だ
川
の
性
格

　
か
ら
説
き
起
こ
し
、
そ
の
源
流
点
か

　
ら
信
濃
川
に
合
流
す
る
全
長
六
七
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル
余
に
及
ぶ
沿
岸
地
域
の

　
地
誌
、
風
景
、
歴
史
、
伝
承
を
流
れ

　
に
沿
っ
て
、
写
真
を
加
え
随
筆
風
に

　
書
き
下
ろ
し
た
長
編
で
あ
る
。

中
条
秀
雄
「
地
す
べ
り
と
観
音
様
」
は
、

　
渋
海
川
の
概
観
を
述
べ
、
慶
安
三
年

　
（
一
六
五
〇
）
、
仙
田
郷
岩
瀬
部
落

　
を
襲
っ
た
地
す
べ
り
と
、
渋
海
川
の

　
逆
流
の
す
さ
ま
じ
さ
を
説
き
、
そ
の

　
時
押
し
流
さ
れ
た
馬
頭
観
音
の
因
縁

　
談
に
及
び
、
妻
有
百
三
十
三
番
の
九

　
十
五
番
札
所
と
な
っ
た
由
来
と
現
在

　
ま
で
の
沿
革
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
か
い

須
藤
重
夫
「
俳
譜
文
芸
漫
歩
補
足
一
は
、

　
『
町
史
こ
ぼ
れ
話
－
第
三
集
』
の
筆

　
者
の
論
考
中
、
　
「
最
中
百
人
集
」
の

　
「
最
」
を
「
簑
」
と
修
訂
し
、
　
「
笠

　
の
祓
」
の
著
者
が
増
田
二
川
で
あ
る

　
こ
と
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

滝
沢
秀
一
「
小
白
倉
『
も
み
じ
引
き
』

　
見
聞
記
」
は
、
小
白
倉
村
落
の
鎮
守

　
十
二
社
の
祭
礼
に
、
古
く
か
ら
行
わ

　
れ
て
い
た
「
オ
ハ
ナ
ギ
（
お
花
木
）
」

　
と
し
て
立
て
た
モ
ミ
ジ
の
木
を
、
青

　
年
た
ち
が
村
中
を
引
き
回
す
「
も
み

　
じ
引
き
」
の
伝
統
的
行
事
の
実
際
に

　
つ
い
て
見
聞
し
た
記
録
で
あ
る
。
筆

　
写
が
、
こ
の
行
事
が
青
年
た
ち
の
心

　
を
引
き
止
め
て
お
り
、
　
二
つ
の
典

　
型
的
村
落
共
同
体
の
姿
を
見
た
思
い

　
が
し
た
」
と
結
ん
で
い
る
の
は
、
過

　
疎
化
問
題
に
一
石
を
投
ず
る
も
の
で

　
あ
ろ
う
。

野
沢
　
浩
「
何
右
エ
門
・
鉄
之
丞
考
」

　
　
は
、
筆
写
の
曾
祖
父
お
よ
び
祖
父
を

　
め
ぐ
る
家
計
の
歴
史
に
つ
い
て
追
求

　
　
し
、
　
『
長
岡
郷
土
史
』
誌
に
掲
載
さ

　
れ
た
一
文
に
、
追
補
し
て
転
載
し
た

　
も
の
で
あ
る
。

丸
山
精
二
郎
「
士
族
村
長
野
沢
鉄
平
に

　
つ
い
て
ー
『
何
右
エ
門
・
鉄
之
丞
考
』

　
転
載
の
経
過
ー
」
は
、
前
掲
の
野
沢

　
教
授
の
論
考
が
、
本
誌
に
転
載
に
な

　
っ
た
経
緯
や
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

　
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
野
沢
教
授
の

　
論
考
と
関
連
し
て
、
橘
村
の
初
代
村

　
長
野
沢
鉄
平
氏
の
先
祖
・
家
系
の
考

　
究
、
調
査
を
め
ぐ
る
論
述
で
、
野
沢

　
教
授
が
推
定
論
証
し
て
い
る
、
野
沢

　
家
が
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
説
を
唱
え
た

　
小
金
井
良
精
博
士
、
米
百
俵
で
有
名

　
な
小
林
虎
三
郎
氏
と
も
血
縁
関
係
が

　
あ
っ
た
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
人
物
や
家
系
に
限
ら
ず
、
歴
史
事
実

　
の
究
明
の
困
難
さ
と
、
同
時
に
事
実

．
発
見
の
喜
び
と
意
義
の
深
さ
を
沈
思

　
さ
せ
ら
れ
る
も
の
を
覚
え
る
。

上
村
政
基
「
大
訥
愚
禅
和
尚
」
は
、
川

　
西
町
郷
党
一
般
に
親
愛
、
敬
慕
さ
れ

　
て
い
る
大
訥
愚
禅
和
尚
の
伝
記
を
史

　
　
の
っ
と

　
料
に
則
っ
て
再
検
討
し
、
出
家
し
た

　
少
年
期
、
青
年
期
、
住
職
時
代
に
分

　
け
て
、
そ
の
人
と
な
り
と
行
実
に
つ

　
い
て
簡
潔
に
記
し
、
そ
の
生
涯
の
評

　
価
を
逸
話
を
も
交
え
て
述
べ
て
い
る
。

　
．
．
．
．
…
・
…
（
後
略
）

　
第
六
集
は
一
冊
千
円
、
近
日
中
に
嘱

託
員
を
通
じ
注
文
を
と
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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難

灘

灘灘
薩

▲聖火台点火
　　（小林俊久選手）

　　　　雛畿撚轍灘

開会式▲

　　　　　　　　　き　　　　　　　　懇　　　　　　　嬢　　　　　　綴　　　　　織　　　　鐵　　　騰
　襲瓢裟
灘
講
叢

　
選
難

　
鎌
、

鱒
猶
．

纏
備
．

気
槻“表
弄の3，500人

競走m拗O讐
、

　
体
育
の
日
の
先
月
十
日
は
絶
好
の
ス
ポ
』
．
膿
欝
翻

に
恵
ま
れ
、
四
年
に
一
回
の
町
民
体
育
祭
が
川
颪
鞭
、

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
祭
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
始
ま
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
年
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
会
式
は
午
前
八
時
半
か
ら
で
、
入
場
行
進
、
聖

火
台
点
火
、
選
手
宣
誓
と
続
き
、
競
技
の
開
始
は
九

時
半
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
地
区
対
抗
を
主
に
競
技
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
小
・
中
学
生
の
オ
ー
プ
ン
種
目
や
チ
ビ
っ
子

レ
ー
ス
、
そ
れ
に
六
十
歳
以
上
の
人
た
ち
の
球
入
れ

な
ど
を
組
み
込
み
、
選
手
の
年
齢
層
を
広
げ
る
く
ふ

う
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
選
手
団
を
合
わ
せ
る
と
、
小
学
生
が
八

百
八
十
人
、
中
学
生
四
百
二
十
一
人
、
一
般
が
干
八

十
三
人
の
合
計
二
千
三
百
八
十
四
人
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
ヵ
ラ
フ
ル
な
応
援
団
を
加
え
る
と
三
千

五
百
人
に
も
な
り
ま
す
。

　
地
区
対
抗
の
成
績
は
、
千
手
が
五
百
六
十
六
点
で

優
勝
、
二
位
上
野
（
四
百
点
）
、
三
位
仙
田
（
三
百

九
十
三
点
）
、
四
位
橘
（
三
百
四
十
八
点
）
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
応
援
で
は
、
一
位
上
野
、
二
位
仙
田
、
三
位
千
手
、

1甑翻

繍

難

轟
灘　
礫

灘

響
鱗

懸
難、難

蟻
盤
磯

つ

川
西
小

L

類
．

びと幅り▲走

球入れ〈

勲窪難
睡
懸
騒

灘
霧

　
　
　
　
　
羅
撒

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
翻

籔

〈
チ
ビ
っ
子
レ
ー
ス

羅　
嚢
闘
職
灘
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鉦

彰
龍
表
躰

　
　
　
を
一

者
者
労
技
功
競
育
秀
体
優

　　　　　表彰を受けた方々

　川西町体育協会では、町民体育祭の開会式

の中で、体育功労者とこの1年間に幅広く活

躍された競技者の表彰などを行いました。

　表彰された方々は、次のとおりです。　（敬

称略）

◇体育功労者表彰

◎大久保三吉（60歳）野口

・昭和53年から58年まで、橘地区体育協会会

　長として、地域の体育振興に尽力された。

◇優秀競技者表彰

◎高橋隆三（川西中3年）上町

・昭和59年度新潟県中学生総合体育大会相撲

　の部に個人優勝し、全国大会に出場。

◎相崎武三郎（42歳〉　中島町

・昭和58年度全国素人相撲大会に新潟県代表

　選手として出場。

◎相崎幸子（千手小6年）　田中町

・昭和58年度全国スポーツ少年団卓球県予選

　小学生女子の部に優勝、全国大会に出場。

・昭和58年度全国ホープス卓球大会県予選小　ξ

　学生4年以上の部に優勝、全国大会に出場。｝

◎小林俊久（十日町高校3年）　中島町

・昭和59年度全国高校総合体育大会陸上の部

　県予選3，000m障害優勝、全国大会出場。

　同年度国体県予選3，000m障害1位。

・昭和58年度第33回全国高校スキー大会男子

　15Kに出場。同年度第39回国体冬季大会男

　子15Kリレーに出場。

◎小宮山智美（川西高校1年）　十日町市

・昭和59年度新潟県陸上1年生大会100m、

200m優勝。国体県予選B200m1位
◎星名知彦（川西高校3年）　沖立

・昭和58年度第33回全国高校スキー大会複合

　種目に出場。同年度第39回国体冬季大会複i

　合種目に出場。　　　　　　　　　　　　　’

◇感謝状贈呈　　　　　　　　　　　　　　　㌔

◎小板橋健二（36歳）　小国町　　　　　　　寄

・昭和56年橘小学校に赴任され、今春まで3

　年間、地域のスポーツ少年団の役員として、

　少年野球の指導に尽力された。

鶏

義
　　　　　　　　　鑛撚

一　難醐購齪懸曝

　▲年齢別リレー

　　　　　農　ノメ

花
■■

の
応
援
合
戦
千

ま

鐵，

蒙雛

／昭和59年11月10日発行””””1”

甕
．
　
　
上

一　轍漁

▲表彰式

灘糞　　　　　　灘麗

　　き　　　　　　　　
　　き韓灘…．．響

　　　建
　4
　　橘

織
　魏霞

』

四
位
橘
と
い
う
順
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
午
後
四
時
か
ら
の
閉
会
式
で
は
、
お
互
い
に
健
康

で
次
の
体
育
祭
を
目
ざ
す
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
三
千
五
百
人
の
熱
気
が
立
ち
こ
め
た
町
民
体
育
祭

の
模
様
を
写
真
で
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

可
綱
引
き

〈障害物レース
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　新潟気象台では、11月の天候を

r中旬には一時穏やかな晴天の日

がありますが、下旬には冬型とな

りしぐれる日が多いでしょう」と

予報しています。これからは冬仕

度のためにも、晴れの日が1日で
も多くあってほしいものです。

　寒くなると火が恋しくなります。

暖を取るときは、身も心も引き締

めて火の元には十分注意しましょ
う。

　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
昼
食
会
に
招
待

先
月
三
十
一
日
、
町
の
社
会
福
祉
協
　
　
　
十
月
末
現
在
で
、
町
に
は
ひ
と
り
暮

議
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
方
々
と
で
、

厳
し
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
を
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
招
き
し
、
今

年
二
回
目
の
昼
食
会
を
開
き
ま
し
た
。

おいしい料理が並びました

ら
し
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が

二
十
九
人
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
の
十
八
人
が
出
席
し
、
温

か
い
昼
食
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
踊

り
を
見
た
り
歌
を
聞
い
た
り
歌
っ
た
り

で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
毎
週
水

曜
日
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に

老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
総
合
セ

ン
タ
ー
で
作
っ
た
温
か
い
昼
食
を
お
届

け
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

こ
れ
ら
の
方
々
を
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

招
き
し
た
も
の
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
老
人
給
食

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

求
め
て
い
ま
す
。

四
十
年
ぶ
り
の
拓
友
会

浦
和
市

登
坂

　
昭
和
十
九
年
四
月
、
満
州
仙
田
開
拓

団
と
し
て
入
植
し
た
と
き
か
ら
四
十
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　
大
東
亜
建
設
の
大
望
に
反
し
て
、
二

十
年
八
月
、
敗
戦
に
よ
る
動
乱
の
大
陸

で
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
元
開
拓
団
員
の

有
志
が
参
加
し
、
十
月
十
四
日
に
湯
沢

温
泉
で
仙
田
拓
友
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
四
十
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、

過
ぎ
し
日
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
南
雲
川
西
町
長
と
岩
瀬
の
金
子
幸

作
さ
ん
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

博
　
（
岩
瀬
出
身
）

　
ま
ず
、
動
乱
に
ょ
り
現
地
で
死
亡
さ

れ
た
団
員
の
方
々
と
、
帰
国
さ
れ
て
か

ら
死
亡
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前
を
読
み

上
げ
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
ご
め
い
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
厳
寒
の
荒
野
に
耐
え
た
幾
年
も

　
　
想
え
ば
う
れ
し
今
生
き
る
身
に

　
死
線
を
越
え
た
過
ぎ
し
日
の
尊
き
体

験
は
、
今
日
を
生
き
る
良
き
糧
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
宴
席
で
は
、
仙
田
育
ち
の
大
陸
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
が
み
な
ぎ
り
、
大
陸
の
歌

か
ら
佐
渡
お
け
さ
、
そ
れ
に
盆
踊
り
が

始
ま
っ
た
り
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
、
お
互
い
が
平
和
に
生
き
る
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
湯
沢
に
集
ま
っ
た
方
々

交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手
小
体
育
館
で

　
先
月
二
十
日
の
午
後
六
時
半
か
ら
、

千
手
小
学
校
体
育
館
で
交
通
安
全
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
、

干
手
小
学
校
P
T
A
、
そ
れ
に
千
手
地

区
の
婦
人
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
共
催
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
交
通
安
全
害
笠
早
を
唱
和
し
た
後
、
来

賓
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
高
地
十
日
町
警

察
署
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
夕
暮
れ
が

早
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
が
発
生
し

や
す
く
な
る
。
ま
た
、

く
な
る
と
飲
酒
運
転

の
数
が
増
え
て
く
る
。

こ
の
町
か
ら
一
つ
で

も
多
く
交
通
事
故
を

減
ら
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
児
童
作

文
で
は
、
高
橋
麻
由

子
ち
ゃ
ん
と
櫃
間
直

幸
君
が
、
交
通
安
全

例
年
気
候
が
寒

に
つ
い
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
を

率
直
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
地
元
の
人
た

ち
の
歌
や
踊
り
に
盛
ん
な
拍
手
が
寄
せ

ら
れ
、
十
時
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

ひまわり学級の「木曽節」
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上
野
地
区

集
落
排
水
処
理
施
設

先
月
十
五
日
に
通
水

　
先
月
十
五
日
に
、
上
野
地
区
集
落
排

水
処
理
施
設
の
通
水
式
が
、
下
平
新
田

地
内
の
集
落
下
水
処
理
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
町
で
は
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
で
、
千
手
地
区
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
、

上
野
と
橘
地
区
に
集
落
下
水
道
の
整
備

を
計
画
し
、
居
住
環
境
の
改
善
を
進
め

て
い
ま
す
。

上
野
地
区
の
集
落
排
水
処
理
施
設
の

全
体
計
画
は
、
上
野
と
下
平
新
田
の
二

集
落
の
約
二
百
三
十
世
帯
が
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
終
末
処
理
場
が
こ
の
た
び
運
転
可
能

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら

百
七
世
帯
で
こ
の
施
設
を
使
用
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
全
体
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
い
ま
し
ば
ら
く
か
か
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
の
測
量
設
計
委
託

蛋，

甕
き
藝
藩
霧
議
亀
懇
譲
慧
薄
濠
灘
滞
鞍
鵡
蹟

石さ白’ζ卜一ブあ

　索全使嗣を！

か
ら
、
五
十
九
年
度
現
在
ま
で
に
要
し

た
総
事
業
費
は
、
四
億
二
千
百
万
円
に

及
ん
で
い
ま
す
。

　　　叢鰯

　
㎜
部

　
　
内

　
　
の

騒　
　
場

　
　
理

　
　
処

　
　
水

　
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
難
欝

譲
壱
嶺
畢
略
、
挫
萎
箋
議
，
庸
．
撒
巌
”
蟄
箏
葦
嚢
態
．
｝
き
難
餐

　毎年、冬期間は、石油ストーブによる火災が多く発生

しています。

　その原因としては、石油ストーブの周囲に衣類などを

干したまま外出し、火災になるケースが目だちます。

　こうした火災を予防するため、安全な距離（空間）が

定められていますので、次の例を守り、火災を出さない

ようにしてください。

　暖房器具を使用する前には、点検・整備をお忘れなく。

　rあとでより　いまが大切　火の始末」

石油ストーブの設置例

可燃物

　　（開放式・放射形）

可燃物

100cm以上

　　　”■一●1

圏
100cm以上

可
　
燃
　
物

●50cm
以上
0【）　　　0

20cm
以上（側面）

100cm以上

可
燃
物

（正面）

　－頴

舞オっ
5鷺

馨し
紬の
！ザ・。

ド懇

藝慢
』る＝・’・

ツ却．

搬魑癖

庭
い
っ
ぱ
い
に

菊
の
香
り

　
　
新
町
新
田

　
　
　
　
渡
貫
正
徳
さ
ん

　
渡
貫
さ
ん
の
家
の
周
り
に
は
、
菊

の
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。

　
「
菊
作
り
は
今
年
で
五
年
目
で
す
。

上
野
の
方
か
ら
苗
が
余
っ
て
い
る
か

ら
と
勧
め
ら
れ
、
五
本
い
た
だ
い
て

作
っ
て
み
ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は

お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
て
ね
エ
。
五

つ
増
や
し
、
十
増
や
し
て
去
年
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
が
い

十
鉢
、
そ
し
て
今
年
は
懸
崖
な
ど
を

含
め
る
と
百
鉢
は
あ
り
ま
す
」

　
厚
物
と
管
物
が
半
々
く
ら
い
で
、

花
の
種
類
は
四
十
ほ
ど
と
の
こ
と
。

　
「
さ
し
芽
は
砂
に
し
ま
す
が
、
六

月
五
日
ご
ろ
か
ら
始
め
、
五
日
置
き

に
三
回
く
ら
い
に
分
け
て
や
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
一
回
目
の
が
十
月
の
末
、

二
回
目
が
文
化
の
日
、
三
回
目
は
十

一
月
中
旬
に
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
」

　
鉢
替
え
も
三
回
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
七
月
初
め
に
は
三
本
立
て
と

い
う
作
業
を
す
る
。

　
「
こ
れ
が
菊
作
り
で
い
ち
ば
ん
や

っ
か
い
で
す
。
草
丈
が
五
寸
く
ら
い

の
と
き
、
水
を
二
、
三
日
く
れ
な
い

で
茎
を
柔
ら
か
く
し
て
三
本
に
曲
げ

ま
す
。
一
鉢
に
花
を
三
つ
同
じ
高
さ

に
咲
か
せ
る
の
が
基
本
で
す
」

　
水
く
れ
作
業
も
た
い
へ
ん
だ
が
、

消
毒
や
葉
の
間
の
つ
ぼ
み
を
摘
む
な

ど
の
手
間
も
相
当
か
か
る
。
そ
れ
に

土
作
り
が
ま
た
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

　
「
ブ
ナ
の
落
ち
葉
を
拾
い
に
藤
沢

の
ほ
う
ま
で
行
き
ま
す
。
そ
れ
を
二

年
寝
か
し
、
土
や
ク
ン
タ
ン
を
混
ぜ

た
土
を
使
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
苦
労
も
、
大
き
な
花
が

咲
け
ば
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
く
。

　
「
菊
の
こ
と
が
年
じ
ゅ
う
頭
か
ら

離
れ
ず
、
泊
ま
り
が
け
の
旅
行
に
は

な
か
な
か
行
か
れ
ま
せ
ん
」

　
弥
彦
の
菊
花
展
だ
け
は
都
合
を
つ

け
て
行
か
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
が

菊
作
り
に
は
最
も
よ
い
勉
強
の
場
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
都
鳥
」
』
文
字
」
な
ど
と
渡
貫
さ
ん



”“”””広報かわにし／昭和59年11月10日発行”””””1””1””1”””””””””Ill””1””1””””llllll”1””””II””1”””ll”“”1””ll””1”1””””II”1”””””lI””””1””””0010”””II”

最低賃金

1日3，249円に
新潟県内で働くすべての労働者

に適用する新潟県最低賃金が、次

のとおり改正されました。

1日　3，249円
（時間給の労働者は1時間

407円）

効力発生日　昭和59年10月

5日

〉使用者は、次の点に留意して最

低賃金を守りましょう。

①10月5日以降は、上記の最低賃

金額以上の賃金を支払わなけれ

ばなりません。

②次の賃金は最低賃金から除かれ

ます。

（1）交通費、家族手当、精皆勤手当

（2時間外労働などの割増賃金

（3）賞与など臨時の賃金

※不明の点は、十日町労働基準監

督署〔智62）2079〕へ問い合わせく

ださい。

＊最低賃金制とは…
わが国の最低賃金制は、昭和34

年に発足しました。

最低賃金制とは、国が賃金の最

低限度を定め、使用者に対して、

それより低い賃金を労働者に支払

ってはならないとする制度です。

使用者が最低賃金額より低い賃

金を支払ったときは、処罰の対象

とされます。また、かりに最低賃

金額より低い賃金を労使合意のう

えで定めても、それは無効とされ、

最低賃金額と同じ定めをしたもの

とみなされます。

　　　　　　ら電子郵便サーヒス

全国に拡大

一郵便局から一

郵政省では、10月1日から電子

郵便サービスを全国に拡大しまし

た。

電子郵便は、ファクシミリと郵

便を組み合わせた新しい送信シス

テムで、ミ次代を担う新時代の通

信メディアヤとして、多方面から

注目を集めています。

　手書きのお祝いの言葉やイラス

トがそのまま電送され、慶弔用、

一般用として、特別デザインの封

筒でお届けします。

　メッセージを贈った人の温かい

真心を、そのまま紙面いっぱいに、

当日または翌日中に配達します。

また、ビジネス通信として、文字

やグラフ、設計図、デザイン画な

どを送信するのにも適し、ファク

シミリが正確にキャッチして高速

で送ります。

料金は1枚目500円、2枚目以
降は1枚につき300円加算となり
ます。

⑳⑦㊦、

〈
手
続
き
〉

　
調
停
は
、
裁
判
官
と
民
間
か
ら
選
ば

れ
た
調
停
委
員
と
の
あ
っ
せ
ん
の
も
と

で
、
当
事
者
が
話
し
合
い
し
、
互
い
に

譲
り
合
っ
て
円
満
に
妥
当
な
解
決
を
図

る
と
こ
ろ
の
裁
判
の
手
続
き
で
す
。
調

停
は
裁
判
（
訴
訟
）
と
違
い
法
律
知
識

を
特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

〈
申
し
立
て
・
費
用
〉

　
調
停
を
利
用
す
る
に
は
、
簡
単
な
申

霞

11月中は
スパイクタイヤの

　　　　ご遠慮を

県では、スパイクタイヤの使用

に伴う道路の損耗や生活環境に対

する影響が心配されることから、

rスパイクタイヤ不使用に関する

実施要綱」を制定し、その趣旨の

周知徹底に努めています。

県民の皆さんも、この趣旨を十

分理解され、4月1日から11月30

日まではスパイクタイヤを使用し

ないように願います。

また、これ以外の期問でも、で

きるだけスパイクタイヤに替えて

タイヤチェーンを使用されるよう

ご協力ください。

＊最低賃金の決め方
最低賃金は、最低賃金審議会に

おいて、賃金の実態調査結果など

各種統計資料を十分参考にしなが

ら審議が行われ、類似労働者の賃

金・労働者の生計費・通常の事業

の支払能力の三要素を考慮して決

定または改定されます。

※11月21日から30日までは最低賃

金周知旬間です。

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
効
力
〉

　
調
停
が
成
立
し
、
そ
の
内
容
を
調
停

調
書
に
記
載
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
調
停

調
書
は
、
一
般
の
示
談
と
違
い
判
決
と

同
じ
効
力
が
生
じ
ま
す
か
ら
、
万
一
、

当
事
者
が
調
書
に
盛
ら
れ
て
い
る
約
束

を
守
ら
な
い
と
き
は
、
強
制
執
行
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
簡
易
裁
判
所
へ
。

　
土
地
・
建
物

金
（
サ
ラ
金
・

な
ど
の
金
銭
の

害
の
問
題
、
ま

間
が
う
ま
く
い

の
問
題
で
困
っ

同
じ
よ
う
に
早

す
る
こ
と
が
た

　
こ
う
し
た
問

調
停
と
い
う
簡

ま
す
か
ら
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

も
め
事
は
調
停
で
解
決
を

の
問
題
、
売
掛
金
・
貸

ク
レ
ジ
ツ
ト
）
・
賃
金

問
題
、
交
通
事
故
や
公

た
は
、
夫
婦
間
や
親
子

か
な
い
な
ど
、
家
庭
内

て
い
る
人
は
、
病
気
と

め
に
手
当
を
し
、
解
決

い
せ
つ
で
す
。

題
の
解
決
方
法
と
し
て
、

便
で
よ
い
制
度
が
あ
り

入
以
外
の
人

ま
す
の
で
、

秘
密
の
事
柄

が
外
部
に
漏

れ
る
心
配
は

立
書
（
申
立
書
用
紙
は
裁
判
所
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
）
を
提
出
す
る
だ
け

で
よ
い
で
す
し
、
そ
の
費
用
は
、
裁
判

と
比
べ
て
ず
っ
と
低
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
申
立
書
の
書
き
方
や
申
し
立
て
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
裁
判
所
で
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
秘
密
〉

　
調
停
手
続
き
は
、
関
係
人
以
外
の
人

の
い
な
い
調
停
室
で
行
い
ま
す
の
で
、
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事業主の皆さん

雇用保険に

加入しましたか

　1人以上労働者を雇用している
事業主は、雇用保険の加入が義務

づけられています。（ただし、農

林水産業の一部は除かれます）

　加入手続きの済んでいない事業

主の方は、早めに手続きを取るよ

うにお願いします。

　11月は雇用保険適用促進月間で
す。

　（十日町公共職業安定所から）

　　、＼☆〆　　　　　　　「

雇用保険の趣旨を

　ご理解ください

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
ざ
す
」
と
い
う

方
針
の
も
と
に
、
十
月
十
五
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
、
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
今

回
も
営
業
所
内
の
各
市
町
村
へ
の
防
犯

灯
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
川
西
町
に
は
、
十
五
日
に
営
業
所
長

が
役
場
を
訪
れ
、
二
灯
の
防
犯
灯
を
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　雇用保険の失業給付は、再就職

の援助をするために支給される制

度です。趣旨をご理解ください。

〉失業中の生活を心配しないで、

　新しい仕事を探すことに専心し、

　1日も早く就職をしていただく
　ために支給されます。

〉このため、失業している方の中

　で、積極的に就職をする意志と

　いつでも就職できる状態にある

　方で、現在仕事を探している方

　にだけ支給されます。

　したがって、離職したら必ず支

給されるというものではなく、仕

事を新たに探す場合のみ手続きが

取れるものです。

・。・1。’”19・・1’川魯1・・16’”1…10’鱒。59・ll’’”1。lll8”9。・lll9。1葛ll・llO99’｝川1・，，1一川亀川。1嬉’陰16”88’嬉亀。咄1。5611。Ill8“魯llll。川IIgll9811119，。11川11。。。川。，1，。6川。1。。eIll”’11・。8。。19。川。9’511・・II。。Ill。。0。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤき

題”鞭灘騰顯，”　　誓　、球2＆

　　　　　鯛臓…　　募　マ婆礎穿
　　　　　　　　　　　　　　風　　　＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　灘、　　　　　格　　　　

、
、
　
　
…

　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　●　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　■　　　　　　●　　　　　．　　　　　．　　　　　一　　　　　，　　　　o　　　　o　　　　一　　　　一　　　●　　　一　　　●　　o　　o　　．　　o　．　o　・　o
o一．

心配ごと相談

意
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
小
林
初
一
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
二

万
円

※
木
島
に
お
住
い
の
方
か
ら
一
万
円

※
新
潟
川
西
農
業
協
同
組
合
か
ら
一
万

三
千
二
百
六
十
二
円

防
犯
灯
を
二
灯

東
北
電
力
が
寄
贈

秩
、
段

A

東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
で
は
、
　
「

地
域
社
会
と
と
も
に
歩
み
、
そ
の
発
展

・適イ亭電の　　、

　　　あ咲oらせ

．

！
憂

1　・11月20日（火）／午前8時から
ド

ζ　　正午まで、小脇・高倉．

臥　・11月20日（火）／午後1時3α分　　から午後4時まで、小白倉．
ヤ

㌔徽…瀕，『撃、勇・騨麟識纏欝騨

・11月14日………橘出張所

・11月21日………克雪センター

・11月28日………総合センター

・12月5日………上野連絡所

・12月12日………橘出張所

※時間は午後1時から3時まで
です。事前に事務局〔奮68）2308〕

へ相談内容を連絡ください。

、
｛
葛
．
3
ζ
一
～
葦
。
き
一
…
一
…
ξ
｝
…
一
一
一
…
一
三
一
…
一
｛
一
麟
～
…
。
§
ぎ
㌔
一
ロ
…
一
一
～
｛
一
．
一
，
一
…
一
き
」
亀
．
一
一
ミ
一
～
…
一
3
一
…
葛
～
亀
ξ
，
一
一
一
…
ξ
り
玉
．
。
一
一
覧
．
．
り
一
｛
一
．
～
亀
．
一
～
｛
碁

養泳ぐ宝石ミ

錦鯉が美を競う

　
　
　
に
し
き
ご
い

　
川
西
町
錦
鯉
組
合
で
は
、
恒
例
の
錦

鯉
品
評
会
を
先
月
二
十
二
日
に
総
合
体

育
館
前
で
開
き
ま
し
た
。
今
年
で
十
八

回
を
数
え
ま
す
。

出
品
数
は
二
百
七
十
九
点
で
す
が
、

年
々
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
し
か

し
、
品
質
に
つ
い
て
は
向
上
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

各
部
、
各
類
ご
と
に
入
賞
鯉
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
審
査
に
当
た
っ
て
は

体
形
．
色
彩
・
班
紋
・
品
位
・
風
格
な

ど
を
総
合
し
て
順
位
を
つ
け
て
い
ま
す
。

品
種
は
紅
白
と
三
色
の
ほ
か
に
山
吹
黄

　
く
じ
ゃ
く

金
、
孔
雀
な
ど
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。午
後
か
ら
の
一
般
公
開
で
は
、
大
ぜ

い
の
方
々
が
“
泳
ぐ
宝
石
”
川
西
町
の

錦
鯉
を
た
ん
の
う
し
て
い
ま
し
た
。

“
．
．
一
一
｛
噂
三
｛
印
…
一
一
三
…
｛
…
三
一
一
一
…
｛
…
一
｛
甲
～
㌔
．
一
偏
｛
一
．
．
一
｛
＝
騨
～
三
．
廟
。
三
一
．
三
｛
三
｛
一
恥
．
。
｛
一
．
二
ξ
㌔
．
一
一
三
。
．
．
の
一
｛
噛
．
．
，
”
三
一
一
甲
。
。
三
一
＝
～
…
一
三
｛
一
魯
．
q
一
ξ
＝
一
一
一
三
一
三
，
三
三
一
。
三
…
ξ
一
一
一
一
～
。
。
。
三
ξ
｝
｛
舶
．
一
ξ
『
．
曹
．
．
．
蕊

　のぜ　ま黄需なは　　　総合優勝の田中基さん
川．，．．ll・1。．畠，．川，．．，1川，盒畠，1，gl・IIOl膿161。IIOo”oOIIIOllloo川巳1霊lol9。610910馨川1“ll川IIll静・●．●1。，1。III。，．80川陰o書lllll9・ll．．881161．．1－IIll隔881闘。，o。“，川II餉gol。llOI書8000・。。1．塵IOOll9重，、180。91．、．II
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磯鰯瞳露騰霜翻馨．輪．㍗鰭．壬　
す
べ
て
の
子
供
の
発
育
が
正
常
で

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
た

時
に
は
異
常
が
な
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
な
ん
ら

か
の
異
常
が
出
て
く
る
子
供
も
い
ま

す
。
　
子
供
の
発
育
異
常
に
気
づ
い
た
ら
、

専
門
医
に
診
て
い
た
だ
く
こ
と
が
先

決
で
す
。

　
治
療
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も
、

い
ろ
ん
な
心
配
事
が
出
て
く
る
と
思

　
　
　
　
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

　
　
　
　
に
は
遠
慮
な
く
、
保
健
衛

生
課
な
り
保
健
所
な
り
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

1
各
種
制
度
と
対
象
者
1

☆
未
熟
児
養
育
医
療

　
出
生
時
体
重
が
二
、
○

　
○
○
グ
ラ
ム
以
下
か
、

　
生
活
力
が
特
に
弱
い
未

　
熟
児

☆
障
害
児
育
成
医
療

①
肢
体
不
自
由
・
視
聴

　
覚
・
音
声
言
語
の
各
種

　
機
能
障
害
②
心
臓
疾

　
患
③
心
臓
・
じ
ん
臓

　
以
外
の
先
天
性
内
臓
疾

　
患
　
④
慢
性
じ
ん
疾
患

☆
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治

療
研
究
事
業

①
が
ん
　
②
慢
性
じ
ん
疾
患
③

　
　
　
　
　
　
ず
　
こ
う

　
ぜ
ん
そ
く
④
膠
原
病
⑤
慢
性

　
心
疾
患
　
⑥
内
分
秘
疾
患
　
⑦
糖

　
尿
病
⑧
先
天
性
代
謝
異
常
⑨

血
液
疾
患

　
以
上
の
よ
う
な
、
養
育
、
育
成
医

療
、
研
究
事
業
の
各
制
度
で
は
、
体

に
障
害
の
あ
る
子
供
や
、
心
臓
・
じ

ん
臓
の
病
気
、
そ
れ
に
が
ん
な
ど
、

治
療
が
長
期
に
わ
た
り
、
医
療
費
の

負
担
も
高
額
に
な
る
特
定
の
疾
患
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
に

よ
る
自
己
負
担
金
が
公
費
で
支
払
わ

れ
、
所
得
税
額
に
応
じ
て
扶
養
者
の

負
担
で
き
る
額
が
徴
収
さ
れ
る
な
ど

の
援
助
が
あ
り
ま
す
。
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い
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。
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一二八五五三二

行
き
ず
り
の
人
も
焚
火
に
今
朝
の
霜

娘
の
呉
れ
し
手
袋
温
し
霜
の
朝

鶏
頭
の
並
び
燃
え
い
て
家
は
留
守

毎
朝
の
菜
虫
拾
い
の
霜
厚
し

【
評
】

鶏
頭
に
し
ば
ら
く
性
ち
て
尼
の
去
る

　
鶏
頭
が
真
赤
に
燃
え
て
い
る
。
そ
の

美
し
さ
に
通
り
か
か
っ
た
尼
様
が
思
わ

ず
歩
を
止
め
て
暫
ら
く
じ
っ
と
見
入
っ

て
い
る
。
満
足
し
て
す
っ
と
立
去
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
何

で
も
な
い
。
鶏
頭
に
立
っ
た
尼
の
心
、

そ
れ
を
立
去
っ
た
と
い
う
描
写
で
そ
れ

ま
で
の
尼
様
の
気
配
が
わ
か
る
こ
と
が

良
い
。


